
滋賀県湖東農業農村振興事務所
農産普及課



☆中腰の栽培姿勢
９月に定植してから翌年の６月までのほとんどの作業が中腰姿勢で、腰への負担が
大きくつらい作業になっていた。

☆豪雪によるハウスの倒壊
昭和５０年半ばの豪雪によりハウスが倒壊し、イチゴ栽培の魅力不足から栽培
をリタイヤ

☆栽培者の高齢化
新しい栽培者が育たなかった。

昭和40年代より取り組まれたハウスイチゴ栽培
50年代半ばには栽培面積がピークとなり
平成に入ると栽培面積は激減した。

その理由は、



平成7年450㎡導入

県域研修会ほぼ全員参加

0

50,000

100,000

150,000

H
７
年

H
8
年

H
9
年

H
1
0
年

H
1
1
年

H
1
2
年

H
1
3
年

H
1
4
年

H
1
5
年

H
1
6
年

H
1
7
年

H
1
8
年

H
1
9
年

H
2
0
年

H
2
1
年

H
2
2
年

H
2
3
年

H
2
4
年

H
2
5
年

H
2
6
年

面
積
（
㎡
）

初めての研修会4人

魅力あるイチゴ栽培の実現



しかし・・・・近年新たな問題が

ハダニ類の農薬が効きにくい→吸汁被害が増加
うどんこ病の耐性菌出現 →春以降の金額的被害大

定植後の炭そ病による萎れ →生産者の精神的ストレス

防除回数の増加（1作当たり15回程度が25回程度に）

イチゴ栽培の魅力低下・・・



• ３高栽培（高設・高品質・高価格）・３無栽培（無加
温・無電照・無培地加温） 作業もコストも楽栽培

• 更に魅力あるイチゴ栽培にするために

• 難防除病害虫対策を安く・楽に・確実に

• 今以上に魅力あるイチゴ栽培の実現



底面給水育苗による炭そ病回避→
１００％に近い現地導入率

↓ＵＶＢ波照射によるうどんこ病
回避（育苗～本ぽ）
本年６戸で導入

↓炭酸ガス燻煙法でハダニ類の
苗から持込み回避３戸で導入

現在の取り組み



布団クリーナーでも知られるように
UVB波はハダニに効く
ならば・・・・・

夜間2時間照射で3日目に
はハダニが極端に減り一
週間後には居なくなった。
しかし、設置コストが膨大

安価
葉焼けしない
チューブライトの開発

夢・実現のために・・・希望する連携１

うどんこ病、ハダニ類のW防除
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夢・実現のために・・・希望する連携２

ハダニ類の燻煙防除
を使い捨てバッグで
低コスト化



12月下旬より飛び込みが増
加して、薬剤の防除が必要

4月まで防除が省ければ…

夢・実現のために・・・希望する連携３



夢・実現のために・・・希望する連携４

移動（前進）させる

夢実現に向け、各組織・
団体のご協力、連携を
お願いします。

それでも防除作業は必要･･･イチゴ農家の一番嫌いな防除作業を軽作業化


